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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
拉
致
被
害
者
救
出
の
た
め
の
圧
力
強
化
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
拉
致
被
害
者
救
出
の
た
め
の
圧
力
強
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
債
権
回
収
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
（
以
下
「
整
理
回

収
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
今
後
の
債
権
回
収
業
務
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
十
一
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
、
整
理
回
収
機
構
は
在
日
本
朝

鮮
人
総
聯 れ

ん

合
会
（
以
下
「
朝
鮮
総
聯
」
と
い
う
。
）
か
ら
約
十
三
万
円
を
回
収
し
て
お
り
、
ま
た
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か

ら
令
和
六
年
十
一
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
発
生
し
た
遅
延
損
害
金
は
、
約
百
三
億
円
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
は
、
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
に
対
し
て
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
。
以
下
「
外
為
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
資
産
凍
結
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対
応
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差



 

２ 

 

し
控
え
た
い
。 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対
応
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

拉
致
問
題
を
含
む
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

公
式
に
公
開
の
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
我
が
国
と
し
て
は
、
拉
致
問
題
の
重
要
性
に
鑑
み
、

北
朝
鮮
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
安
保
理
で
議
論
を
行
う
べ
く
尽
力
し
て
き
て
お
り
、
令
和
六
年
六
月
十
二
日
、
安
保
理
に
お

い
て
、
我
が
国
を
含
む
安
保
理
理
事
国
に
よ
る
要
請
に
基
づ
き
、
北
朝
鮮
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
の
公
開
会

合
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
合
で
は
、
我
が
国
か
ら
、
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
や
安
保
理
決
議
違
反
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と

と
も
に
、
特
に
拉
致
問
題
の
即
時
解
決
に
向
け
た
支
持
と
協
力
を
強
く
呼
び
掛
け
た
。
同
会
合
を
し
か
る
べ
く
今
後
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
北
朝
鮮
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、
適
切
な
機
会
に
安
保
理
で
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
米

国
及
び
韓
国
を
始
め
と
す
る
他
の
理
事
国
と
緊
密
に
連
携
し
て
ま
い
り
た
い
。 

七
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
退
去
強
制
手
続
を
定
め
る
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九

号
）
に
基
づ
き
、
安
保
理
決
議
第
二
千
二
百
七
十
号
の
主
文
第
十
四
項
に
定
め
る
義
務
を
誠
実
に
履
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
本
年
末
に
国
連
総
会
に
提
出
さ
れ
る
北
朝
鮮
人
権
状
況
決
議
案
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、

諸
情
勢
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
安
保
理
決
議
第
二
千
二
百
七
十
号
の
主
文
第
十
七
項
及
び
安
保
理
決
議
第
二
千
三
百
二
十
一
号
の
主
文
第
十
項

に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
北
朝
鮮
籍
を
有
す
る
者
の
入
国
を
原
則
禁
止
し
、
ま
た
、
在
日
外
国
人
で
あ
る
核
・
ミ
サ

イ
ル
技
術
者
の
北
朝
鮮
を
渡
航
先
と
し
た
再
入
国
を
禁
止
し
、
さ
ら
に
、
特
定
技
術
を
北
朝
鮮
に
提
供
す
る
等
の
役
務
取
引

を
禁
止
す
る
と
い
う
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 

十
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
大
統
領
令
に
よ
る
資
産
凍
結
等
の
措
置
の
適
用
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
国
政
府
の
見



 

４ 

 

解
に
つ
い
て
問
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
な
お
、
金
融
庁
に
お
い
て
は
、
「
マ
ネ
ー

・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
三
十
年
二
月
六
日
金
融
庁
作
成
、
令
和

三
年
十
一
月
二
十
二
日
改
定
）
に
基
づ
き
、
海
外
拠
点
等
を
有
す
る
我
が
国
の
金
融
機
関
等
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
海
外
拠

点
等
が
属
す
る
国
の
制
裁
に
係
る
法
規
制
等
が
我
が
国
よ
り
も
厳
格
で
あ
る
場
合
も
勘
案
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
貫

し
た
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
係
る
方
針
等
を
策
定
し
、
同
方
針
等
に
基
づ
き
、
顧
客
の
受
入
れ
、
顧
客
管
理
等

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
全
体
で
整
合
的
な
形
で
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

十
一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
対
応
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

十
二
に
つ
い
て 

 
 

我
が
国
は
北
朝
鮮
を
国
家
承
認
し
て
お
ら
ず
、
外
交
関
係
も
有
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
総
聯
は
、
北
朝
鮮
と

の
関
係
で
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
三
十
九
年
条
約
第
十
四
号
）
の
使
節
団
に
は
当
た
ら
な
い
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
朝
鮮
総
連
に
対
し
て
、
・
・
・
「
全
力
を
尽
く
す
。
」
と
の
決
定
ど
お
り
に
実
施
す
べ
き
」
の
趣
旨



 

５ 

 

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
現
行
法
制
度
の
下
で
の
厳
格
な
法
執
行
を
推
進
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、

政
府
と
し
て
、
現
行
法
制
度
の
下
、
「
拉
致
問
題
の
解
決
に
向
け
た
方
針
と
具
体
的
施
策
」
（
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五

日
拉
致
問
題
対
策
本
部
決
定
）
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
対
北
朝
鮮
措
置
と
し
て
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
て
い
る
各
種
措
置
等

の
厳
格
な
執
行
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

十
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
北
朝
鮮
の
核
若
し
く
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
又
は
安
保
理
決
議
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
そ
の
他
の
活
動
に
貢
献

す
る
可
能
性
が
二
割
以
上
あ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
禁
圧
す
る
義
務
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
外
為
法
に
基
づ
き
、
安
保
理
決
議
第
二
千
九
十
四
号
の
主
文
第
十
一
項
に
定
め
る
義
務
を
誠
実

に
履
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


